
第３回福井県白川文字学ゼミ講座

「 白川静と詩経 」

白川静先生は、古代の漢字である甲骨・金文の研究で
有名ですが、学問を始められた当初のきっかけは、日本の

古代歌謡である『万葉集』と中国の『詩経』とを比較したいというお気持ちからでした。『万葉集』と『詩経』とに
ついては、いずれも先生による精緻な研究書があり、先生の博士学位論文も『興の研究』という、『詩経』の
修辞法の一つである「興」について論じられたものです。

本講義では、先生の『詩経』研究がそれまでの『詩経』研究とどのように違うのか、またその違いは先生の
どのような考え方から来ているのかについてお話ししたいと思います。

講師

立命館大学文学部教授

萩原 正樹 氏

日時 令和５年２月１１日（土） 13:30～15:00 （受付13：15～）

場 所 福井県立図書館 研修室 福井県福井市下馬町51-11 ☎ 0776-33-8860

※福井駅東口バス乗り場から無料のフレンドリーバスが出ています

定 員 ２０名 受講無料（要申込）

申込み・問合せ先 福井県教育庁生涯学習・文化財課 担当 吉田
℡0776-20-0559 fax0776-20-0672 mail:syoubun@pref.fukui.lg.jp

第３回福井県白川文字学ゼミ講座 参加申込書

ふりがな

お名前

電話番号（確認の連絡をする場合等に使用）

メールアドレス （資料添付も可能なもの）

切り取り線

YouTube配信
お申し込みいただいた方に、視聴できるURLをお伝えします

～ご自宅で見られない方のために～ 《図書館で視聴会》

申込締切 ２月９日(木)

YouTube配信 をご自宅で視聴される方

配信期間（予定）：令和５年２月１日（水）～１４日（火）

はぎ わら まさ き

※令和５年１月３０日（月）までにお申込ください

申込QRコード

受信

図書館

どちらかに○


